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研究成果の概要（和文）：ニホンオオカミは古くからオオカミやヤマイヌと呼ばれてきた。江戸時代にシーボル
トが蒐集した標本も含め海外の博物館に保管されている標本６点と日本で確認されたニホンオオカミの標本につ
いてミトコンドリア(mt)DNA解析を行った。その結果、シーボルトのヤマイヌと呼ばれた標本のmtDNAは、ニホン
オオカミ型であった。一方、ヤマイヌの標本は、形態的にニホンオオカミと少し異なることから、イヌとの交雑
の可能性を強く示唆した。

研究成果の概要（英文）：Japanese wolves (Canis lupus hodophilax, Temminck, 1839) has been called as 
Ookami or Jamainu. We examined mitochondrial DNA (mtDNA) sequences from five Japanese wolf specimens
 found in Japan, three specimens from Museum fur Naturkunde in Berlin and three specimens (Jentink 
a, Jentink b and Jentink c) in Siebold collection of Naturalis Biodiversity Center in Leiden. The 
mitochondrial genome of the type specimen of hodophilax (Jentink c) called as Jamainu in the Siebold
 collection was included in the cluster of Japanese wolves. Although mitochondrial lineage of 
Jentink c is Japanese wolf, the morphological features and the size of Jentink c specimen are 
different from those of other Japanese wolves indicates that the crossbreed events between Japanese 
wolves and domestic dogs might be occurred in the past. 

研究分野：動物考古学

キーワード： ニホンオオカミ　イヌ　ミトコンドリア　DNA　系統解析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
シーボルトが蒐集した標本を含めて海外の博物館に保管されているニホンオオカミの標本のmtDNA解析は、本研
究が初めてである。これまでシーボルトコレクションのヤマイヌの正体は不明であったが、本研究によりヤマイ
ヌはニホンオオカミ型のmtDNAを有することが明らかとなった。これにより、当時ヤマイヌと呼ばれていた動物
は、ニホンオオカミかあるいはイヌとの交雑種であることが示された。　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）絶滅した日本のオオカミの標本とこれまでの経緯 
 明治中期まで、北海道にはエゾオオカミ（Canis lupus hattai, Kishida 1931）が、本州、
四国、九州にはニホンオオカミ（Canis lupus hodophilax, Temminck 1839）が棲息していた。
ニホンオオカミの剥製は、国立科学博物館、東京大学農学部、和歌山県立自然博物館、オラ
ンダ・ライデン自然史博物館(Naturalis Biodiversity Center in Leiden)に４体存在する。
ニホンオオカミのタイプ標本は、ライデン自然史博物館に保管されている標本で、江戸時代
に長崎出島に滞在したドイツ人医師シーボルトが日本滞在中に蒐集（シーボルトコレクシ
ョン）し、オランダに送ったもので、当時のライデン博物館館長の Temminck により Canis 
hodophilaxと命名されたものである。シーボルトは、当時「ヤマイヌ」と呼ばれていた動物
を「オオカミ」と区別して飼育し、その後オランダに送ったが、幾つかの手違いより、それ
を受け取った Temminck は、シーボルトから送られた標本（頭骨３標本と１体の剥製標本）
を一括して Canis hodophilaxと命名した。この命名が、長年、ニホンオオカミの分類学上
の混乱を招いてきた。ライデン自然史博物館には、現在、３点の標本（Jentink a、Jentink 
b, Jentink c）と１体の剥製標本が存在する。     
 
（２）「オオカミ」と「ヤマイヌ」の呼び名 
 ニホンオオカミは、古くから「オオカミ」、「オイヌ」、「オカメ」、「ヤマイヌ」など
地域よっては、いろいろな名前で呼ばれてきた。当時、それらを区別する明確な基準はなか
った。しかし、江戸時代は本草学（小野蘭山の「本草綱目啓蒙」に代表される中国の薬物学：
そこでは「狼」オオカミと「豺」ヤマイヌを区別していた）の影響もあり、シーボルトは「オ
オカミ」と「ヤマイヌ」を異なる動物と認識し、長崎出島で飼育してオランダに送ったよう
である。  
 
（３）ニホンオオカミに関する形態的および遺伝学的研究の経緯 
 Temminckによる Canis hodophilaxとの命名後、国内の研究者においても形態的な計測か
ら Canis lupus hodophilax ではなくて、ニホンオオカミは日本の固有種としての Canis 
hodophilaxの学名が支持されてきた。一方、石黒ら（Zool. Sci. 26，765－770,2009）は、ミ
トコンドリア DNA (mtDNA)の解析から、ニホンオオカミは、固有種ではなく、タイリクオオ
カミの一亜種であることを明らかにした。シーボルトが記載した「ヤマイヌ」は、ニホンオ
オカミとは異なる動物なのか？また、ニホンオオカミは、日本の固有種なのかが議論されて
きた。 
 
 
２．研究の目的 
 シーボルトは、大阪天王寺で「オオカミ」と「ヤマイヌ」を異なる動物として認識し購入した。
Temminckは、シーボルトから送られた標本を固有種としてCanis hodophilaxと命名した。また、
日本の研究者の中にも、この学名を支持して固有種としてきた。シーボルトが残した「ヤマイヌ」
の標本は、遺伝的にどのような動物だったのか？が長年疑問とされてきた。本研究の目的は、こ
れまでの研究の経緯を基礎に、「ヤマイヌ」は、ニホンオオカミと同じ動物であるのか？ ニホ
ンオオカミとは別の動物であるのか？ あるいはニホンオオカミとイヌの交雑種であるのか？
を遺伝的に明らかにすることである。特に以下の点に関して詳細に検討した。 
（１）シーボルトが「ヤマイヌ」とした骨標本は、ニホンオオカミの通常の骨標本と比べると小
型であり、イヌとの交雑の可能性があることから、骨標本の形態的な特徴について詳細に調査し
た。 
（２）遺伝的には、mtDNA の D-loopの 600bp解析と mtDNA ゲノム解析から「ヤマイヌ」とされ
る標本を遺伝学的に分析した。 
（３）イヌとニホンオオカミとの交雑の可能性については、核ゲノム解析にて検討した。 
 
 
３．研究の方法 
（１）解析した海外の骨標本：ライデン自然史博物館に保管されているシーボルトコレクション
の骨標本３点（ Jentink a:RMNH.MAM.39182, Jentink b:RMNH.MAM.39183, Jentink c: 
RMNH.MAM.39181）とベルリン自然史博物館(Museum für Naturkunde in Berlin)の骨標本３点
(ZMB_Mam_22326, ZMB_Mam_42983, ZMB_Mam_48817)を解析した。 
（２）国内の骨標本：2017 年～2020 年に解析したイヌ科の骨標本 10点である。 
（３）形態的計測：基本的には、頭蓋骨と下顎骨を中心に形態的な計測と特徴を調査した。頭蓋
骨は、最大頭骨長、基底最大長、頬骨幅、吻幅で、下顎骨は、上顎第４前臼歯長と下顎第１臼歯
長であり、これまで報告されている計測値を参考とした。また、ニホンオオカミの特徴とされる
口蓋骨後縁正中部の湾入、頭蓋骨の左右の前翼孔の分岐と鼓室胞の扁平の状態を調査した。 



（４）mtDNA の解析と系統解析：骨標本から骨粉を採取後、常法に従って骨に残る残存遺伝子を
分離・精製し、PCR 法にて mtDNA の D-loop600bp を増幅した。増幅した mtDNA からニホンオオカ
ミの特徴を判別すると共に、8塩基の挿入/欠失の有無によりグループ A（挿入）とグループ B（欠
失）に分別した。また、mtDNA ゲノムについては、次世代シークエンサにて解析し、近隣接合法
による系統解析から、イヌやタイリクオオカミとの遺伝的な関係を明らかにした。 
 
 
４．研究成果 
（１）シーボルトコレクションの骨標本の解析：解析した標本３点の結果を表１に示した。 
 ３つの骨標本の内 
Jentink a は以前から
指 摘 が あ る よ う に
mtDNA 型はイヌ型であ
った。一方、Jentink b
と Jentink c はニホン
オオカミ型であり、８
塩基欠失を示すグルー
プ B であった。頭蓋最
大長が通常のニホンオ
オカミと比べて小さい
Jentinkｃの mtDNA が
ニホンオオカミ型を示
したことは、ヤマイヌ
という特別な動物は存
在しなかったことを示している。その一方で、mtDNA は母系遺伝することから、ヤマイヌ（Jentink 
c）は、ニホンオオカミの血を引いているものの、ニホンオオカミ自体なのか？あるいはイヌと
ニホンオオカミの交雑によるものなのか？は、核ゲノム解析の結果を待たねばならない。（最近
の核ゲノムの解析から、Jentink c 標本はニホンオオカミとイヌとの交雑種であることが明らか
となった。） 
 
（２）ベルリン自然史博物館の骨標本の解析：解析した標本３点の結果を表２に示した。 
 ベルリン自然史博物館に保管されている骨標本の３点は、形態的にはニホンオオカミのサイ
ズである。３点の骨標本
の内、１点を除いて mtDNA
分析ではニホンオオカミ
型を示した。標本22326は
８塩基の挿入を有するグ
ループ A であり、標本
48817 は８塩基を欠失し
たグループ B であった。
また、ベルリン自然史博
物館には、標本 48817 の
ものと思われる毛皮が保
管されており、保存状態
も良好であった。 
 

 

（３）解析した国内の骨標本について： 
 2017 年～2020 年にかけて国内で見つかったり、DNA 分析の依頼があったイヌ科の動物の骨標
本 10 点に関して、形態的な計測と mtDNA 分析を行った。分析した 10点の内、5点がニホンオオ
カミであることが明らかとなった。5点についての詳細を下記する。また、これまでに「ヤマイ
ヌ」といわれてきた骨標本についても mtDNA 解析をおこなった。 
① JW275:島根県で見つかった江戸時代の標本である。頭骨全体を頭皮が覆っており、頭蓋骨の
詳細な計測ができなかった。下顎骨の一部が皮の内部に埋もれていることが CT 解析により
明らかとなった。mtDNA は８塩基の欠失したグループＢに属した。mtDNA ゲノムまで解析が
可能であった。 
② JW286:岩手県で見つかった上顎骨先端部である。形態的にはニホンオオカミの形状を示した。
mtDNA 分析では、８塩基を欠失したグループＢであった。 
③ JW289:岩手県で見つかった個人が所有する上顎骨先端部で、JW286 と同様の形態を示した。
mtDNA 型は８塩基を欠失したグループＢに属した。 
④ JW290:岩手県の「狼酒」から見つかった骨片である。形態的な特徴から骨盤の左座骨結節と
同定された。現生犬の形態的な比較から大型のニホンオオカミに由来ることが推測された。
長く塩分の多い「狼酒」に漬かっていたことから、mtDNA の増幅が困難であった。mtDNA は

表１．オランダ・ライデンの国立自然史博物館のニホンオオカミの骨標本３点 

標本番号 RMNH.MAM.39182 RMNH.MAM.39183 RMNH.MAM.39181 

標本略名 Jentink a Jentink b Jentink c (タイプ標本） 

分類 イヌ ニホンオオカミ ヤマイヌ 

頭蓋骨最大長 mm 209.5 223 186 

下顎 第１臼歯長 mm 20.5 26 20 

口蓋骨後縁正中部 わずかに突出 湾入 湾入 

mtDNA 型 イヌ型 ニホンオオカミ型 ニホンオオカミ型 

８塩基の挿入/欠失   欠失（グループ B） 欠失（グループ B） 

表 2．ドイツ・ベルリン自然史博物館のニホンオオカミの骨標本３点 

標本番号 ZMB_Mam_22326 ZMB_Mam_42983 ZMB_Mam_48817 

旧名 An25546   

分類 ニホンオオカミ ニホンオオカミ ニホンオオカミ 

頭蓋骨最大長 mm 214 202 欠損により計測不能 

下顎 第１臼歯長 mm 右 25.2 右 25.2 右 22.1 

口蓋骨後縁正中部 湾入 湾入 湾入 

mtDNA 型 ニホンオオカミ型 増幅できず不明 ニホンオオカミ型 

８塩基の挿入/欠失 挿入（グループ A） 不明 欠失（グループ B） 



８塩基を欠失したグループ Bに属した。 
⑤ JW292:奈良県吉野郡のもので、長く岸田日出男が保管していた頭蓋骨である。下顎骨はない。
頭蓋骨全長は 212 ㎜であり、ニホンオオカミしては中型である。ニホンオオカミの特徴であ
る口蓋骨後縁正中部の湾入、頭蓋骨の左右の前翼孔の分岐や鼓室胞の扁平が観察された。
mtDNA 型は 8塩基を欠失したグループＢであった。 
⑥ 「ヤマイヌ」と呼ばれる骨標本：神奈川県南足柄市に保管されている「ヤマイヌ」と呼ばれ 
る骨標本に関して形態的観察と mtDNA 分析を行った。詳しい形態的な調査は小原 巌と中村  
  一恵によりなされているが、頭蓋骨全長は 196 ㎜とニホンオオカミに比べて小さく、頭蓋骨  
の特徴もイヌに近かった。また、mtDNA はイヌ型であった。 
  
（４）ニホンオオカミの系統解析 
 今回の解析で mtDNA ゲノム解析までもっ 
ていくことができた骨標本は、海外標本の 
３標本（ライデンの国立自然博物館の 
Jentink b と Jentink c とベルリン自然史 
博物館の ZMB_Mam_48817）と国内の 2標本 
（JW275 と JW292）である。これまでに解析 
を終えている 8標本を含めて合計で 13 標本 
のニホンオオカミを用いて、タイリクオオ 
カミとの系統関係を近隣結合法で解析した。 
その結果を右図に示した。ニホンオオカミ 
は、単系統を示して独立した一群にまとまり 
8 塩基の挿入を有するグループ Aと欠失の 
グループ Bに分かれた。グループ Aと Bは、 
D ループの８塩基挿入/欠失以外にも９箇所 
で塩基置換が観察された。しかし、グループ 
A とグループ Bでの生息域や分布域に大きな 
違いはみられなかった。 
 
 
（５）まとめ 
 ニホンオオカミは、古くから「オオカミ」や「ヤマイヌ」などと呼ばれてきた。シーボルトは
蒐集した２個体の動物標本を「オオカミ」や「ヤマイヌ」として区別したことから、２種類の犬
科の動物が日本に棲息したのではないかと推測された。今回、ライデン自然史博物館に保管され
ているシーボルトコレクションの３標本の mtDNA 解析をすることにより、「ヤマイヌ」とされて
きた Jentink c 標本の mtDNA は、ニホンオオカミ型であることが明らかとなった。これにより、 
「ヤマイヌ」と言う種類の動物は棲息しないことが明らかとなった。また、「ヤマイヌ」とされ
る Jentink c は、形態的な特徴やその後の核ゲノム解析から、イヌとオオカミの交雑種である可
能性が高いと考えられた。 
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